
相関係数の計算 
 

１．目的 

２つの群のデータを  第１群 {𝑥𝑖}𝑖=1
ｎ

、第２群 {𝑦
𝑖
}
𝑖=1

ｎ
 としたとき、 

直線的な相関関係があるかどうかを評価する。 

相関係数は[-1.0～1.0]の数値で、 

・ -1.0 は負の相関が最も強い場合 

・ 0.0 は全く無相関の場合 

・ 1.0 は正の相関が最も強い場合 

  である。  

 

２．使用法 

（１） メニューの選択 

メニューの「統計解析→相関係数、相関行列」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） パネルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計算結果が 

表示される部分 

棄却域の確率を示します。 

通常 5%を利用するので、 

デフォルトで５が指定されて 

いる。変更可能。 

 



（３） データの入力 

 

パネルの下のグリッド部分にデータを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの入力方法は以下の２つあります。 

① 表計算ソフトのデータをコピーして貼り付ける方法 

② 直接数値を入力する方法 

 

身長とデータを例に説明します。 

左の表のデータを右にコピーします。 

 

No ID 身長 体重 

1  名前 1 170  57  

2  名前 2 166  53  

3  名前 3 157  48  

4  名前 4 164  52  

5  名前 5 157  47  

 

（４） 計算条件の指定 

 

 

 

    “有意水準”には デフォルトで ５ が措定されています。変更できます。 

 

（５） 計算実行 

             ボタンを押すと計算されます。 

 

（６） 計算結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相関係数は０．８８で、T 値は１９．０（P 値が有意水準以下）であり、 

帰無仮説（無相関であるとする）の右側棄却域(1.98、∞) にあるため、 

帰無仮説は棄却されます。 

 



 

この様子は        を選択することで、直観的に判断できます。 

 次のグラフが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


